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■MIFは炎症反応が関与する自己免疫疾
患やアレルギー疾患に関与。

■TRXとMIFはATL2細胞から発見された。

■動物実験においてTRXとMIFの発現
に相反関係が見られた。

■TRXとMIFはATL2細胞内で結合した。

■TRXはMIF由来のサイトカイン（TNF-α）
産生を阻害した。

■TRXはMIFと結合することで、MIFの
活性を阻害する。TRXはMIFが関与
する炎症性疾患のの、予防・治療剤
として有効である。

TRXの炎症性疾患に対する予防、治療
マクロファージ遊走阻止因子（MIF）をターゲットとしたTRXの新機能

刺激（　　　　　）エンドトキシン
活性酸素、紫外線

リンパ球
マクロファージ
内皮細胞
上皮細胞

MIF

TNF-α
IL8

炎症
免疫応答

TRX（MIF阻害剤）
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